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随時設定されています。指名

された学生は、自分の受け持

ち患者の看護計画を大勢の看

護師の前で発表し、その内容

について意見交換やアドバイ

スが行われます。患者と向き合

う時間とは違った緊張感があ

りますが、看護計画全体に対

するさまざまな人の意見を聞

き、それらを実践的、応用的に

吸収していく力は、こうしたディスカッションを毎日繰り返

すことによって養われていきます。

　病棟での実習は午後3時まで。その後は別室に移り、そ

の日の看護について学生全員が発表して互いに質疑応答

を重ね、情報を共有したり疑問点の解消に努めます。最後

に実習指導員と教員から細部に至るまで丁寧な講評を受

けて、1日の実習が全て終了するのは午後4時頃になりま

す。もちろん、家に帰ればその日の記録を整理し、翌日の計

画の見直しをします。それでも、免疫力が低下している患者

と接する立場上、「睡眠はしっかりとり、貴重な実習機会を

無駄にしないよう体調管理には特に気を遣っている」とい

うのが学生たちの共通した意見です。

　2週間の実習は、こうした密度の濃い日々の連続であっ

という間に過ぎていきます。1つの実習を終えるごとに、学

生たちは看護師という専門職としての感覚や実践力、さら

には社会人としての礼節や良識を着実に身につけて、患者

やその家族から信頼される良き看護師への道を一歩一歩

登っていくのです。

　実習病棟では、実習指導者講習会の研修を修了した専

門スタッフによるマンツーマン指導のほかに、病棟の看護

師が集合するカンファレンス（※③）で学生が発表する機会も

　実習の最大の特徴は、当り前のことですが、この「対象が

本物の患者である」というところにあります。学内の授業で

健康な学生同士がバイタルサイン（※②）測定をしても単なる

“測り方の練習”になりがちですが、実習では異常値が出る

ことも珍しくありません。そのとき、「この異常値にどう対

応するか」をすぐに考

えて実践することが求

められます。

　したがって、実習学

生の動きも、その日の

患者の様子によって臨

機応変です。バイタル

サイン測定、足浴、口

腔ケア、食事介助など

は病室で行い、リハビ

リ病棟へ移動すれば

同行して回復度を把握

し、患者が病床から離

れている時間を利用し

て病床のシーツを交

換。天気が良ければ車

椅子を押して屋外へ

の散歩にも付き添い

ます。

　患者にほぼつきっき

りなので緊張した時間

が続きますが、どの学生からも、入学前からそれぞれに思

い描いてきた看護の世界に直に触れられることへの意気

込みや充実感が感じられます。どんなことでも貪欲に吸収

しようと、患者本人はもちろん担当の看護師や担当教員の

指示に従い、一挙手一投足に常に寄り添いながら、頻繁に

メモをとる学生の姿を病棟内外

のあちこちで目にします。

　実は、東埼玉病院には本学看

護学科の卒業生が大勢就職し

ています。この日も同じ病棟だ

けで3人の卒業生が勤務してい

て、中には学生がつく患者の担

当になっていることも。学生た

ちは「誰が目白大学の卒業生か

はすぐには分からないので、実習中に意識することはあまり

ない」とのことですが、先輩たちは温かく、そしてちょっと懐

かしそうな視線で後輩の成長を見守っているようです。

　看護実習の1日は、

朝8時半頃に控え室

で行うミーティング

から始まります。2

週間の実習期間中、

学生はずっと同じ

患者1人を継続して

担当。最初の1週間

で受け持ち患者の

様子を把握し、次の1週間でそれを前提に各自で看護計画

を立案・実践していきます。朝のミーティングでは、前日ま

での患者の状態を踏まえた看護計画について担当教員の

チェックを受けます。

　9時になったらスタッフステーションに整列して元気良く

挨拶。実習学生全員が病棟で集まるのはこのときだけで、

この後は実習指導の研

修を受けた専門スタッフ

から看護計画について

マンツーマンでアドバイ

スを受け、それぞれ受け

持ち患者の病室へ向か

い、看護を実践していきます。

　「老年看護学実習Ⅱ」の対象は、健康障害を持つ65歳以

上の高齢患者。リハビリ訓練を行うなど回復期にある方が

多いのですが、加齢による症状にも留意するなど老年期特

有のケアが必要です。また、患者本人だけでなく面会に来ら

れたご家族と話をすることで、本人の嗜好や性格などをよ

り的確に把握することも大切になってきます。

　菅谷恵美看護師長によれば、「老年看護学実習では、老

老介護など現代の社会問題について考える機会があり、学

生が技術の習得以外にも多くを学べるように配慮していま

　看護学科の学生にとって、4年間の学びの中で最も大き
なウェイトを占める看護実習。3年生から4年生にかけて
老年、成人、小児など8種類の領域で合計20週間以上の
実習を相次いで行い、看護の現場で真剣勝負の毎日を送り
ます。今回は、本学の主要実習施設の1つである独立行政
法人国立病院機構東埼玉病院で「老年看護学実習Ⅱ」に取
り組む3年生5人のチームに1日密着し、高い国家試験合
格率を誇る本学看護学科の実習の様子に迫ってみました。

患者1人について
看護とともに社会の現実を学ぶ

実習は知識による裏づけと
状況判断の連続

個別指導とカンファレンス、
そしてグループワークの繰り返し

看護学科の病院実習　密着レポート

※①ADL……「Activities of Daily Living」の略。日常生活に最低限必要な基本的動作を意味し、
高齢者の身体活動能力の程度を測る上で重要な指標となる。

※②バイタルサイン（vital signs）…一般的には脈拍、呼吸、血圧、体温の4つを指すことが多い。
※③カンファレンス……本来は「会議」の意。看護の世界では、患者の看護に関する問題点など
について情報を共有して解決策を見出すことを目的とする話し合いを指す。

病棟全体で手厚いサポート
看護学実習の1日を追う

朝のミーティングでその日の看護計画を確認

実習指導員によるアドバイス

さまざまな看護を患者に合わせて
実践していきます

メモ帳はいつも手放せません

実習取材に協力してくれた看護学科の学生たち（左5名）と
指導担当の大宮裕子助教（右端）

細かい字で書かれた看護計画表。
毎日の積み重ねです

カンファレンスでのディスカッション

本特集記事の取材に際して、独立行政法人国立病院機構東埼玉病
院の多大なご協力をいただきました。関係者の皆様に深く御礼申
し上げます。

す。入院中の患者様からは『学生さんとお話をすると元気を

もらえる』という声が聞かれます」とのこと。実際、実習中に

患者の治療が進みADL（※①）が改善するケースもあり、「そ

の様子を目の当りにして喜びを感じることも、看護実習の

大切な要素」（菅谷看護師長）なのだそうです。
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に立つと思います」（渡邉さん）

　「一つ一つの仕事を確実に行うこと、そして仲間と協力

しあうことが大切だと身をもって感じました」（宇津さん）

　「仕事は待っているものではなく、自ら探して見つけるも

のだと気づきました。将来の目標への一歩を踏み出すきっ

かけになりました」（鳥山さん）

　「任された仕事に対する責任感と、やり遂げたときの達

成感を得ることができました。就業体験をしたことで、就

職してからの仕事の進め方もわかりました」（新出さん）

　今年度のインターンシップを通して、油谷副学長は確か

な手応えを感じたと言います。

　「就業体験を経て普段の言葉遣いが変化し、職場で頼り

にされたことで自信がつくなど、学生たちが得た成果は予

想以上だったと言えるでしょう。就職活動の実情をよく把

握しているキャリアセンターの強力なバックアップも大き

かったと思います。来年度以降もさらに充実させていきま

すので、学生には『自分の適性』という言葉で可能性を狭め

ずに、どんどん参加してほしい。学校としても、しっかりと

フォローしていきます」

　今年度のインターンシップの概要を、4人の学生を例に

挙げてご紹介しましょう。

　インターンシップを希望した学生は、学科が紹介する企

業から派遣先を選びます。ビジネス社会学科観光・ホスピ

タリティコースで学ぶ宇津彩佳さんは、「関心のあるホテ

ルのホスピタリティを学びたかった」と専攻に合致した企業

（東京ベイ舞浜ホテル クラブリゾート─東京ディズニーリ

ゾートオフィシャルホテル）を選びました。一方、生活科学科

ファッションフィールドを専攻する渡邉真澄さんのように、

「自分の専攻とは直接関係のないことも知りたいと思い、

特別養護老人ホーム（社会福祉法人カメリア会 特別養護老

人ホームカメリア）を選びました」という学生もいます。

　事前授業では心構えのほか、情報の扱い方やマナーなど

の一般的な知識・行動を指導。加えて、派遣先の企業を研

究するとともに、履歴書の書き方なども学びました。

　そして夏休み。1週間もしくは2週間、学生は派遣先で

一社会人として業務に従事しました。

　例えばホテルを選んだ宇津さんは、お客様のお出迎えや

対応、バスターミナルでの案内などを任されました。渡邉さ

んは電話・来客対応や書類整理などの事務、そしてさまざ

まな介護サービスを

体験。期間中に行わ

れた「隅田川花火大

会観賞と福島県特

産品即売会」では、

福島県産のじゃがい

もで試食用のコロッ

ケも作りました。

　インターンシップ期間中、学生は毎日派遣先に日誌を提

出し、業務内容の反省と翌日の課題を確認。そして夏休み

後には、一人ひとりが派遣先での仕事を通して学んだこと

を報告する発表会を実施しました。

　また、学生たちにはこのインターンシップ体験を通して、

「仕事」に対する意識の変化が多く見られました。

　「『一期一会』の言葉の意味を、実体験を通して学べたこ

とが大きかったです。この経験は社会人になっても必ず役

事前授業を経て企業へ派遣
期間中はスタッフとして従事

「仕事」への意識の変化が
インターンシップの成功を物語る

短大生を対象としたインターンシップを実施

　在学中に企業等で実際の「仕事」を経験するインターンシップ。短期大学部では1年生を対象に21名の学生が履修し

ました。普段の講義とは全く異なる就業体験を通じて「働く」という意識が具体化され、学生たちにとって非常に貴重な

経験となりました。

　ほかにも、映像制作会社（有限会社アスタマニャーナ）で

の仕事を体験した鳥山麻子さん（生活科学科住まいとイン

テリアフィールド）は、事前の打ち合わせから撮影自体にも

同行しサポートを担当しました。新出雪乃さん（ビジネス社

会学科秘書ビジネスコース）が派遣された求人情報誌など

を手がける広告制作会社（株式会社リクルートHRマーケ

ティング）では、取材や原稿作成など、広告ができるまでの

一連の業務を経験。「翌週の情報誌にその原稿が掲載さ

れたときは、とてもうれしかった」そうです。

特別養護老人ホームカメリアに
は3人を派遣。受付や電話対応
などの事務業務のほか、介護の
仕事も体験しました

就業体験が「仕事」への意識に
大きな変化をもたらす

発表会を終えた参加学生たち。自身の経験をふり返
り、お互いの体験談を共有したことも重要な成果です

学生一人ひとりが教壇に上がり、それぞれの
体験を報告する発表会を実施

“社会とつながる”
インターンシップ

短期大学部副学長
生活科学科長

油
ゆ

谷
たに

　純
すみ

子
こ

教授

インターンシップの意義を語る油
谷副学長。今回の基礎教育科目「イ
ンターンシップ」の統括を担当し
た。専門分野は秘書実務・ビジネ
ス実務 花火大会観賞のイベントでは、試食用のコ

ロッケ作りにも参加

　卒業後の就業・就職のためには、在学中に「仕事に触れ

ること」が非常に大きな意味を持ちます。特に、2年間の

みの短期大学は入学時点から就職を意識することが求め

られます。ところが、実習が必修となっている生活科学科

介護福祉コースと実習作品の学内販売を体験できる製菓

学科に対して、介護福祉コース以外の生活科学科とビジネ

ス社会学科の学生は実際に仕事を体験できる機会がほと

んどありませんでした。そこで今年度は、以前よりキャリ

アセンターで実施していたものとは別に、短大で共通の基

礎教育科目「インターンシップ」を夏休みに実施し、1年生

21名が履習しました。そして、短大副学長兼生活科学科

長の油谷純子教授が自ら全体の指揮を執って内容の充実

を図りました。

　「インターンシップの目的は『学生が実際の仕事を体験

すること』です。学外に出て社会人と一緒に働く経験は、学

生が持つ『働くこと』の意識を変え、社会性も育つからで

す。この変化は、絶対に将来役に立ちます。ですから、でき

るだけ早い時期にインターンシップを経験し、これからの

キャリアデザインに活かしてほしいのです」（油谷副学長）
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　目白研心独自の英語教育プログラム（ACE Program）に加え
て、「TOEIC700点以上」や「英検準1級合格」、「英語での議
論や情報交換ができる表現力の習得」など、世界に飛び出す人

材に必要な総合的英語力と学識を身につけ、将来、グローバル
に活躍するビジネスパーソンを目白研心から輩出することをめ
ざします。

　中学１・２年生では英語への理解の曖昧さを残さずしっかり
とした基礎力を築き、一人ひとりの適性や志向を見極めます。そ
の上で中学３年生から『Super English Class』をスタート。

　近年は日本国内でも講義が全て英語で行われる大学が現れ
ています。本プログラムではこうした大学への進学も視野に入
れ、より実践的で高いレベルの英語力を身につけます。

　全ての英語テキストに洋書を使います。そして、教室内の指
示語、掲示物、日直日誌にいたるまで英語に囲まれた学校生
活の中で、生活語彙の定着を図ります。
　また、中学３年時には
カナダへ、高校２年時に
はアメリカやイギリスな
どへの語学研修を柱と
した修学旅行を予定し
ています。

　現在、留学先の姉妹提携校はカナダ、オーストラリア、ニュー
ジーランド、イギリスの４カ国17校です。『Super English 
Class』では、留学制度に積極的に参加し、実践的な英語力の
習得に取り組みます。

「英語の目白」プロジェクト スタート！

グローバルに活躍するビジネスパーソンの育成をめざして

大学受験に向けてより実践的で高いレベルの英語力を身につける

英語に囲まれた学習環境と海外への修学旅行 留学や語学研修でコミュニケーション能力を研
みが

く

目白研心独自の英語教育プログラム
『ACE Program』 +

定評ある英語教育をさらに充実させる
『Super English Class』

グローバルに活躍する
ビジネスパーソンをめざす！

　目白研心中学校・高等学校は平成24年度に中学校に入学
する生徒からを対象として、『Super English Class』を新設
します。『Super English Class』は、本校の歴史ある英語教
育プログラム（ACE Program―Active Communication in 
English Program）をさらにパワーアップし、より高いレベル
の英語力習得をめざすクラスです。

NEWS&INFORMATION

メディア表現学科・原克彦教授のプロジェクトが
防犯教育研究の成果を一般公開

　メディア表現学科の原克彦教授が研究代表者として平成19
年度から進めてきた研究プロジェクト「系統的な『防犯学習教
材』研究開発・実践プロジェクト」の教材開発グループが、3年
半にわたる研究成果として、防犯ボランティアのためのスキル
アップ教材の一般公開を開始しました。
　このプロジェクトは、独立行政法人科学技術振興機構によっ
て採択された大学間共同研究活動で、目白大学は社団法人日
本教育工学振興会、東京大学、園田学園女子大学と連携をとり
ながら教材開発グループで研究活動を推進しました。教材開
発グループでは、原教授が所長を務める目白大学教育研究所
に子ども安全研究室を設置。地域や大学間、産学の連携や社
会実装などさまざまな課題をクリアしながら、子どもの防犯
活動の支援や課題の解決に向けた系統的な「子どもの防犯」に
関する防犯ボランティア向け教材を開発し、テキストをはじめ
ビデオや防犯用語事典、web 認定などの教材を一般向けに

2011.10.17－21　高2九州修学旅行
　高校2年生が4泊5日で九州縦断の修学
旅行に出かけた。初日は羽田から鹿児島県へ
向かい、九州最南端の「指宿」で宿泊。2日目
は熊本県、3日目は福岡県、4日目は長崎県
を訪れ、歴史や文化、自然に直に触れること
ができた。長崎では原爆被爆者の講話をお聞
きし、5日目には長崎原爆資料館と平和公園
を訪問。一人ひとりが平和について改めて考
えさせられる機会を持つことができ、有意義
な旅となった。

2011.11.9　創立記念集会を開催
　11月11日の目白学園89回目の創立記念
日を前に、中学１年生と高校１年生を対象に
創立記念集会を開催した。野中英雄校長は
目白研心に至るまでの学園の歴史を紐解き
ながら、目
白の建学の
精神である
「主師親」と
「誠実」「敬
愛」「感謝」
それぞれに

込められた想いについて講演。生徒たちは真
剣に耳を傾けていた。

2011.12.10　全国学芸サイエンス
コンクールに2名が入選

　旺文社主催の「第55回全国学芸サイエン
スコンクール」（内閣府・文部科学省、環境
省後援）の「人文社会科学研究部門」におい
て、中学生が3年間かけて完成させる総合的
な学習の一環の研究論文が、旺文社赤尾好
夫記念賞に入選した。入選作品は「人と人を
つなぐ野菜･さつまいも」と「ビオトープ」で、
本校生徒の受賞はこれで19年連続となった。

2011.10.22－23／29－30
桐和祭・桐榮祭を開催

　10月22・23日に第43回 桐和祭（新宿キャ
ンパス）が、10月29・30日に第18回桐榮祭
（岩槻キャンパス）が開催された。桐和祭の今
年のテーマは「和っと！」。天候が優れない時
間帯もあったが、多くの方々にご来場いただ
いた。桐榮祭では医療系ならではの体験企画
や展示なども行われ、フィナーレには秋の夜
空に咲く大輪の花火が打ち上げられた。

TOPICS

中学校・高校

大学・短大・大学院

目白研心中学校・高等学校が
『Super English Class』を新設

●Journal Writing
●Creative Writing

●多読指導
●英語での E-mail 交換

●All English の授業
●リスニング専門教科書

TOEIC
700点以上

英検
準1級合格

英語での議論や
情報交換ができ
る表現力の習得

2011.10.29　理学療法学科の学生
6名を人命救助で表彰

　9月27日に岩
槻区内で民家が
全焼する火災が
発生し、偶然現
場に居合わせた
理学療法学科の
学生6名が人命救助に尽力した。救助された
一家の方々から感謝の言葉をいただき、この
勇気ある行動は他の学生の模範となるもので
あるとして本学から表彰された。表彰式は桐
榮祭の開催中に行われ、表彰の学生5名（1
名欠席）に佐藤弘毅学長より表彰状と贈呈品
が授与された。

2011.11.20　保護者対象
就職説明会を実施

　新宿キャンパスにおいて大学3年生・短大
1年生の保護者を対象とした就職説明会を実
施し、多くの保護者の方にご参加いただいた。
第１部は本学の就職指導状況等の DVD上
映と、キャリア形成と就職支援についての講
演。第２部は就職状況の解説や就職活動を
終えた学生の体験談、教員との個別面談など
盛りだくさんの内容で、学科ごとに説明会が
行われた。

2011.12.10　子ども学科が発表会を開催
　佐藤重遠記念講堂において、子ども学科の
学生たちによる演劇「まみむめめじろ かきく
けこども」が開催された。今年で7回目となる
この催しは、日ごろの授業や実習の成果をオ
リジナル・ストーリーの演劇というかたちで
披露するもので、当日招かれた近隣の幼稚
園、保育所の子どもたちにも好評だった。終
了後には学内で飼育されている動物とのふれ
あいコーナーも設けられた。

　日本企業でも英語が社内公用語化したり、TOEIC で
700点以上取れなければ社員としての身分保障も危ういと
いう時代に突入しました。こうした時代に胸を張って生きて
いける生徒、社内公用語が英語になっても何も臆することな
く、むしろ望むところだというレベルの英語力を持つ生徒を
送り出すための新しいプログラム。その特徴を紹介します。

※『Super English Class』は平成26年度の中学3年生よりスタートしま
すので、平成24年度に中学校に入学する生徒から対象となります。

Speaking　話す Reading　読む

Listening　聞くWriting　書く

ACE Program

第1ステージ　習得期

中学１年

特別進学クラス

中学2年 中学3年 高校１年 高校2年 高校3年

Super English Class

理系特進クラス

理系選抜クラス選抜クラス
選抜クラス

文系特進クラス

文系選抜クラス

第２ステージ　応用期 第３ステージ　創造期

留学制度（高校）

修学旅行での語学研修

1年留学

３カ月留学

海外語学研修

留学中の単位が認められるので、３年間で同級生と
一緒の卒業が可能。

６月から８月までの留学の場合、授業の遅れに影響な
く参加が可能。

春休み中にオーストラリアへの10日間のホームステ
イと語学研修を実施。

●スピーチコンテスト
●留学生との交流

↓

提供できるようになりました。
　目白大学の担当部分だけでも京都市や苫小牧市（北海道）な
どをはじめ、研究成果の利用地域を各地域に拡大していると
ころで、昨年9月末の一般公開後は全国の地方議会や教育委
員会、警察組織などから本学研究所に問い合わせが相次いで
います。伝統的に教育学を主たる研究分野としてきた目白大学
ならではの知的財産として、今後、全国で活用されることが期
待されています。

（詳しくは http://kids-bouhan.jp を参照）
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　東日本大震災からまもなく1年を迎える三陸
の被災地・大船渡市で、本学大学院のOGが被
災者の心のケアを担っています。隣接する陸前高
田市の出身で、5年前に臨床心理学専攻を修了
した村上文さん。津波の痕跡が今なお残る市街
を見下ろす高台の県立病院に、たった1人配属さ
れている臨床心理士です。

　村上さんは昨年5月まで、岩手県南部の一関市にあ
る県立病院に勤務していました。出身地に近い大船渡
病院への転勤は、震災とは無関係の偶然でした。
　「異動の辞令を受けたのは震災当日の昼過ぎ。それ
から1時間ほど経って、病院全体が大きく揺れたので
す」
　陸前高田の実家にいる家族は無事でしたが、被災
地の真っ只中にある大船渡への転勤は1ヵ月ほど延
期。その間、福島の原発事故から一関に避難してきた
人たちのメンタルケアなどにあたっていました。
　ようやく着任した現在の病院では、臨床心理士は
村上さんただ1人。精神保健福祉士や医療ソーシャル
ワーカーの同僚と業務を分担しながら、主に精神科か
ら依頼される心理療法やデイケア、小児科から依頼さ
れる発達検査などを毎日忙しくこなしています。
　もちろん、被災者の心のケアは村上さんにとっても
重大な関心事です。
　「震災の後、特にアルコール関連の問題で来院され
る方が多くなっています。仮設住宅に入っても仕事が
ないなどの理由で酒量が増え、体調を崩して入院して
しまうのです。せっかく症状が回復していたのに、震災
後にまた状態が悪化してしまった方へのカウンセリン
グの機会も増えています。症状が顕在化した方はごく
一部で、潜在的なトラウマを抱えている方はもっと多
いのでしょう」
　最近までは全国から心のケアチームが派遣されて
いたため、病院での被災者支援関係の業務が直ちに

激増することはなかったそうですが、「そ
うした支援チームが徐々に撤退していく
今後は、地域の拠点病院にいる私たちの
果たす役割がより重要になっていくは
ず。自ら来院される方だけでなく、私自身
が地域の中へ出向いて、被災地支援とし
てのメンタルケアにいっそう努めていか
なければいけないと考えています」

　「震災で増えた」と感じるアルコール依存のケース
に、村上さんは「アルコールミーティング」という集団
精神療法で取り組んでいます。人生の終末を見つめる
ホスピス・緩和ケアを研究テーマとしていた大学院時
代は個別心理療法への関心が強く、当初はこうした集
団精神療法が苦手だったとか。
　「それが、『集団力学特論』という授業を履修したお
かげで、集団精神療法の奥の深さや面白さを知りまし
た。今の職場では集団精神療法に関わる機会が多く、
当時の学びがとても役に立っていると実感していま
す」
　また、本学の臨床心理学専攻では教育・医療・福祉
など複数領域での実習が必須となっています。村上さ
んは本来の専門領域であるホスピス病棟のほか、小
学校や精神科病棟での実習も行いました。心理カウ
ンセリングセンターの内部実習でも、クライエントは
児童から成人までさまざまだったとのこと。このよう
に、興味のある分野に限らない幅広い分野の実習や、
多様なクライエントの面接を経験できたことが、心理
の専門職としての自分の土台を築いてくれたと、村上
さんは力説します。
　「小学校や精神科病棟、それに心理カウンセリング
センターでの多種多様な実習経験は、現在の職場で
関わりの多い小児科や精神科での仕事にスムーズに
入っていくうえでとても役立ちました。私は岩手県医
療局で心理職として採用されている公務員なので、今
後も転勤などで別の分野の仕事や役割を求められる
ことがあるでしょう。でも、大学院時代に学内外でさ
まざまな実習を経験したことは、『どんな分野であっ
ても、基本を外さなければ大丈夫』という自信と勇気
の源になっています。
　心理臨床家としてはまだまだ未熟で、正直なとこ
ろ、日々悩むことも多いです。それでも、さらに学びを
深めつつ、患者様がより良く生きる道を一緒に探して
いける存在としてあり続けたいと思っています」
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岩手県立大船渡病院
地域医療福祉連携室勤務（臨床心理士）
大学院心理学研究科臨床心理学専攻
平成19年３月修了
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転勤辞令の1時間後に震災が発生
被災者のメンタルケアが重要な任務に

臨床の土台を築いてくれた豊富な実習
「目白での学びが役立っていると実感」
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